
 

                    

 

 

 

 

 

□３月１６日（日）の定例レッスンは、奥村さんの体操と富樫さんのヴォイストレーニングに始まり、本

並先生の指揮、静さんのピアノで、「昴」、「あゝ夜よ」、「降りつむ」、伊藤副指揮者の指揮で「放射

能」、「街を返せ」、「母なるヴォルガを下りて」と「歓びのナーダム」、再び本並先生の指揮で「美し

く碧きドナウ」をレッスンしました。参加者は最近では一番多く、全３８名で熱のこもったレッスンをし

ました。 

□午前中に運営委員会があり、立川事務局長から議事の報告がありました。 

・今回のコンサートは暗譜ということで練習を進めてきましたが、新曲を含め曲数も多いので、楽譜を持

ってもよいことにしました（黒表紙）。もちろん、原則暗譜で来ましたので、楽譜を離せる人は暗譜で望

んで頂きます。 

・ただし次の曲は楽譜を持たずに暗譜とします。                          

「美しく碧きドナウ」（開幕曲）、「歓びのナーダム」（振り付き）、「I’ve Got Sixpence!」（同）。 

 

 

 

 

 

 

 

・「大阪のうたごえ協議会総会」が開催され、議長に立川孝信さん、副議長に岡邑洋介さんと奥村克美さ

んが選出されました。ご苦労様ですが、大阪のうたごえ発展のため大いなるご尽力をお願いします。拍手！ 

・「団内コンサート」について 担当《山本（直）、大畠、吉川、土井》 詳細は４月１０日に発表。                  

□８月２４日（日）開催                            

□申し込み ５月１８日まで（楽譜と一緒に申し込む）               

□出演参加費＠２０００円（ピアノなしの人は＠１０００円） 

・５月１０日（土）「和泉九条の会」から出演依頼が来ています。予定してください。選曲は９th コンサ

ートを聴いた後、先方からリクエストがあります。 

・今年の合唱発表曲；「降りつむ」、「街を返せ」。 

・「浅井和夫さんを偲ぶ会」４月２０日（日）定例レッスン後に開催予定。 

昴 男声合唱団 

Subaru 

 

ニュース№４５４  ‘１４．３．１９ 

大勢参加で練習しました。 ３月１６日 

 

定例レッスン 

□３月２２日（土）１３時集合 

１３時３０分出演 

□交野市立保健福祉総合センター 

（ゆうゆうセンター） 

□JR 学研都市線「河内磐船駅」歩３分 

 京阪交野線「河内森駅」歩７分 

□「美しく碧きドナウ」、「母なるヴォル

ガを下りて」、「林道人夫」、「放射能」、

「街を返せ」、「歓びのナーダム」、「川

の流れのように」。 

□千秋昌弘ソロ「わが母のうた」、「アメ

イジンググレイス」 

□司会 石橋章一 

□赤シャツ、黒ズボン、九条バッジ。 

交野年金者組合「長寿を祝う会」 
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□３月１８日（火）の強化レッスンは、奥村さんの体操と富樫さんのヴォイストレーニングに始まり、本

並先生の指揮、森さんのピアノで、「安里屋ユンタ」、「八木節」、「降りつむ」、「音戸の舟唄」（１，

２番を乾さんソロ）、「春なのに」（崔さんのチェロ付き）、伊藤副指揮者の指揮で「林道人夫」、「花

は咲く」、再び本並先生の指揮で「ゆらゆら春」をレッスンしました。参加者は全３５名でした。 

   

 

 

 

 

 

□T2 の三谷さんが、浅井さんの死を悼んで、第一合唱団の機関紙「POCO a POCO」に寄稿されています。

浅井さんの生前を偲ぶ寄る辺として、転載させていただきます。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□ 目 標   １１００枚 

□ 入 金 済   ６９５枚 

□ 今後の確約  ２６２枚※ 

□  計      ９５７枚      

※確約枚数も山本さんまで届けて下さい。 

 

※３月１８日現在アンケート結果による。 

回収率８１．８％ 
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練習も佳境に入ってきました ３月１８日 

 

強化レッスン 

浅井和夫さんの死を悼む 

T, 三谷 卓 

去る３月１日、自宅で心筋梗塞のため６７歳で逝去され、３月４日しめやかに家族葬が行われました。急な知らせ

で、合唱団からは木越団長ほか４名が参加し、永遠のお別れをしてきました。 

 彼は１９７５年に入団し、昨年体調不良で退団されるまでの３８年間、バスのパートリーダーだけでなく、殆ど

団運営の中枢に関わってこられました。私とは音楽だけでなく、趣味や人生観も共鳴するものがあり、兄弟か親戚

かと思うほどの関わりを持って共に合唱活動をしてきました。それだけに、彼の急逝は残念でなりません。 

 思い出は山ほどありますが、彼が団長として成功させた第一合唱団の思い出を一つ述べたいと思います。 

 それは、１９９０年第２回海外演奏旅行（モスクワ、ベルミ）の折、６０余名の団員、家族の責任者として、そ

の大役を見事に果たしたことです。（中略――国立モスクワ合唱団とのジョイントコンサート、つづいてベルミ市

でのベルミ放送合唱団とのジョイントコンサート。林光作品などを披露し大成功を治めた記事がつづきます。）こ

の行事は第一合唱団の歴史の中で燦然と輝き、歴史に残る活動だと思います。 

 彼は、創立３５周年記念誌に「私と第一合唱団」と題して「２０代後半から５０代初めまで第一合唱団で歌い続

けてきたことで、私の人生は精神的にも豊かなものになったと確信しています。これからも歌い続けていこうと思

っています。」の文章を残しています。 

 ところで、３年前に私に入団を誘ってくれた男声合唱団「昴」が、この４月６日（日）に定期演奏会を行います。

出演する私は、彼のおもいを心に秘めて思いっきり歌いたいと思っています。合掌 

 

昴９THコンサート拡大状況 ３月１８日現在 


